第1巻第6課

第６課　気持ち
目標
	日本語学習目標

・感情を表現することができる。
文化・人間関係目標

・相手の気持ちを聞く態度を養い、相手とのインタラクションを活発にする。
・世界の中学生が友達とおしゃべりをしている姿に共感したり、興味を持ったりする。
	文字学習目標

・ひらがな8文字が読めて書ける。

・促音を理解する。


トピック場面（主体场面）
●制作意図＆授業のヒント

・漫画「大連物語」の中でも感情が現れている場面を抜き出した。その場面での登場人物の気持ちを考えさせて、学習活動につなげます。
問いかけの例
○それぞれの場面が漫画の中にあったことを覚えていますか。

○（P33から引用）このとき、美佳はどんな気持ちでしょうか。

○（P33から引用）このとき、王はどんな気持ちでしょうか。

　　　　　　　　　このとき、美佳はどんな気持ちでしょうか。

○あなたも美佳や王のような気持ちになったことがありますか。

●補足説明

なし

学習活動（学习活动）
気持ち
	活動のねらい

	・感情（うれしい、びっくり、いいなあ、ドキドキ、がっかり、おもしろい）を表現することができる。

	技能
	言語材料

	聞く
話す
	読む
	書く
	表現
	語彙


	●
	
	
	うれしい、ドキドキ、がっかり、おもしろい、びっくり、いいなあ　
	


●活動内容

・各イラストの場面がどんな場面か、その場面ではどんな気持ちになるかを話します。それから、そのときの気持ちのことばを導入します。
●制作意図＆授業のヒント
・気持ちを表すイラストを見てそれぞれがどんな場面か、どんな気持ちかを考えていく活動です。そのとき、気持ちのイラスト（A3にコピーしたもの、PPTを使う）を使うと、みんなで場面を共有しやすく、教室活動がやりやすいでしょう。ほかの場面例は、教師が自作イラストや口頭で提示してもいいですし、生徒に考えさせてもいいです。

・「大家也试着做一做相同的表情吧」という設問の意図は、気持ちには表情（非言語行動）が伴うことを意識させることが目的です。

・第6課では6種類の気持ちの表現を扱いましたが、これは、今後友達との交流の中で、よく使うであろうものを選びました。

●補足説明

・各場面のイラストは、素材集CDに入っています。
気持ちのポスターを作ろう
	活動のねらい

	・自分の体験したことについて日本語と母語を混ぜて書くことができる。

・友達が書いた経験を読んで、感想を言うことができる。

	

	技能
	言語材料

	聞く話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	
	●
	●
	△へぇー、そうなんだ。　　△ああ、わかる。

△へぇー、いいなあ。
	


＊△は、必ずしも使えるようになることを目指した表現ではなく、そのときの会話の文脈に合わせて言ってみることができればいい表現です。

●活動内容

・どんなどきにその気持ちになったか、感情をクラスでポスターにします。
●制作意図＆授業のヒント

・生徒たちに自分たちが「情感表达」で扱った6つの気持ちになった経験を思い出させ、それを友達と交流し合う活動です。友達が書いたものを読みあうことを通して、友達のことをさらに深く知ることができます。ポスターをつくるとき、生徒たちにいろいろな経験を引き出すように働きかけてください。

・友達の書いたものを見ながら感想を言うときの表現（「へぇー、そうなんだ」「へぇー、いいなあ」「ああ、わかる」。）は、会話の文脈にあわせて言うことができればよく、必ずしも使えるようになることを目指した表現ではありません。

●補足説明

なし

コラム（专栏）
ともだちとおしゃべり
	目標

	・世界の中学生が友達とおしゃべりをしている姿に共感したり、興味を持ったりする。


●制作意図

・写真を使って、世界の中学生が友達とのおしゃべりで、いろいろな気持ちを表現している場面を提示しました。自分たちとの共通点や相違点をみつけ、同世代の中学生として国を超えて共感できるものがあることを伝えようとしています。また、友達と誤解なくお互いの気持ちを理解するために、どう表現したらいいかを考えさせます。

●授業のヒント

1．世界の中学生の写真を見て、どんな場面か、何を話しているのか、どんな気持ちかを話します。

2．普段友達とどんなことをおしゃべりするかを話します。
3．おしゃべりをしていて、相手の気持ちを誤解してしまった経験、自分の気持ちがうまく伝わらない経験があるか、またその理由とその後の自分の対応について話します。
●補足説明

・写真の場面の説明　（左上から）
(1) 紗希が教室で昼ご飯のお弁当を食べながら友達とおしゃべりをしている。

(2) ビョンホが教室休み時間に友達とおしゃべりをしている。

(3) ビョンホが食堂で昼ご飯の給食を食べながら友達とおしゃべりをしている。

(4) へーデンが学校の廊下で、休み時間に友達と話をしている。

(5) マイケルが教室で昼ご飯のお弁当を食べながら、紗希に話しかけている。

考えてみよう・言ってみよう（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・学習活動で扱ったことを、振り返ったり、確認したりします。

・それぞれの場面と気持ちのことばを組み合わせます。

●補足説明

・参考解答
　　右上から　　いいなあ、びっくり、おもしろい、うれしい、ドキドキ、がっかり

日本語の広場（日语广场）
文字遊び — へのへのもへじ
	目標

	・日本の文字遊びを体験し中国の文字遊びと比較して、共通点相違点に気づく。


●制作意図

・ひらがなを使って簡単にできる日本の遊びを紹介しました。

●授業のヒント

1．「へ」「の」「も」「じ」の文字の形を復習します。
2．実際に「へのへのもへじ」を書いてみます。
3．中国にも文字遊びがあるか話します。

・「へのへのもへじ」だけでなく「へめへめもし」「へめへめくつ」「へへへへもへじ」「へめへめしこ」など文字を帰ると顔が変わってくるおもしろさを、味わいましょう。50音表1を見ながら、生徒自身に自由な発想で顔を作らせてみると、面白いでしょう。
●補足説明

なし
ひらがな（平假名）
	目標

	・ひらがな8文字が読めて書ける。

・促音を理解する。


●制作意図＆授業のヒント

・ひらがなの成り立ちの漢字とひらがなを組みあせる活動は、生徒の想像力を発揮させるようにしましょう。

・第6課で扱う8文字を習った後、読めたり書けるようになる表現：

　　　うれしい、がっかり、びっくり、わくわく、おもしろい

　　　＊促音（がっかり、びっくり）

・付録の五十音図1、2も利用しながら授業をすることができます。五十音図1の連想法ひらがなは、ほかのアイデアを生徒に考えさせることもできます。
・促音「っ」は、大きさと書く位置を生徒に注意させるようにしましょう。
●補足説明

・参考解答
　　り→利　ひ→比　を→遠　け→計　ぬ→女　ふ→不　め→奴　む→武
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